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このような障がいです
○ 難病とは、難病の患者に対する医療等に関する法律の第 1条において、 

① 発病の機構が明らかでなく（原因不明、病態が未解明など） 

② 治療方法が確立していない 

③ 希少な疾病
しっぺい

であって 

④ 長期の療養を必要とするものとされています。 

○ このうち、患者数が国内において一定の人数（人口の 0.1％程度）に達しない、客

観的な診断基準（又はそれに準ずるもの）が確立しているものを指定難病として

います。 

○ 症例数が少なく、原因不明で治療法が未確立であり、かつ、生活面で長期にわた

る支障がある疾患については、国が研究事業に指定し、研究班を設置し、原因の

究明、治療方法の確立に向けた研究が行われています。 

○ 難病の症状自体から発生する痛みや不快感があったり、治療のための服薬の副

作用からの不快感がある場合があります。 

 

このようなことで困っています
○ 外見からは障がいや疾病があることがわからない病気の種類があります。 

○ 外見からはわかりづらいため、必要な配慮が受けられなかったり、仕事に熱意がな

いなどと誤解を受けることがあります。仕事量の調整や通院を許可するといった配

慮の必要が、周囲に理解されにくい場合があります。 

○ 難病患者の多くは、全身の機能の低下により疲れやすく、重い荷物を持ったり、長

時間立っていると体への負担が大きいです。 

○ 体調の悪化を防ぐため、通院のための時間を確保したり、ストレス・疲労がないよう

活動を抑え目にしたりするなど、仕事の内容、量に配慮が求められます。免疫が低

下している場合は風邪をひかないように気をつけ、場合によっては食事内容にも気

をつかわなければなりません。 

○ 薬の効き目が体調や状況によって異なり、動けなくなる時もあります。 



このような配慮をお願いします
○ バスや電車の優先席の利用や、障がい者用駐車場の利用について、理解をお願

いします。 

 

○ 体力の低下のため、集中力や根気が続かないこともあります。状態を判断し、必要

に応じて休憩してもらうなどしましょう。 

 

○ 体調不良や通院のために、学校や会社では早退や                                       

欠席しなければならないこともあります。                                              

理解や配慮をお願いします。 

 

○ 具合が悪くなり道端や階段などで動けなくなっ 

ている人がいたら、声をかけて意識を確認し、 

必要があれば周囲に助けを求め、119番へ救急 

通報してください。 

災害などの緊急時において
○ 避難の際には、いつも服用している薬など、必要なものを忘れていないか確認して

ください。 

  

避難所では
○ 本人や家族から、現在の健康状態や食事、トイレの利用などにおいて配慮すべきこと

などを聞き取り、対応を検討してください。 

○ 避難所周辺の医療機関、かかりつけ医等の状況がわかれば教えてください。 

○ 医療行為が必要な方のために、衛生面での環境に配慮してください。 

○ 本人が体調不良を訴えた場合は、すぐに医療機関に連絡してください。 



知的障がい 

このような障がいです 
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